
資料１

通信制高等学校の質の確保・向上に関する調査研究協力者会議について

平成２８年６月２８日

初等中等教育局長決定

改正 平成２９年７月３１日

改正 平成３０年３月３１日

改正 令和元年９月１２日

１．趣旨

通信制の課程を置く高等学校（以下「通信制高等学校」という。）は、不登校生

徒や中途退学経験者等への教育機会の提供など多様な学習ニーズへの対応に重要な

役割を果たしている。その一方で、特に一部の広域通信制高等学校においては、学

校の管理運営や教育指導の内容等について不適切な事例も明らかになっているとこ

ろであり、これまで、「高等学校通信教育の質の確保・向上のためのガイドライン」

の策定や、その一部改訂をはじめとし、様々な施策を講じてきた。

本協力者会議では、これらの施策の実施状況を踏まえ、通信制高等学校の質の更

なる確保・向上に向けた取組や時代の変化、現場の実態に即した通信制高等学校の

在り方について検討を行う。

２．検討事項

（１）通信制高等学校の質の確保・向上に向けた方策について

（２）時代の変化、現場の実態に即した通信制高等学校の在り方について

（３）その他

３．実施方法

（１）別途委嘱する学識経験者等の協力を得て、上記の検討を行う。

（２）必要に応じて上記以外の関係者にも協力を求めることができる。

４．ワーキンググループ

この会議は、必要に応じてワーキンググループを置くことができる。

５．開催期間

平成３０年４月１日から令和３年３月３１日までとする。

６．その他

この会議に関する庶務は、初等中等教育局参事官（高等学校担当）付において行

う。



別 紙

通信制高等学校の質の確保・向上に関する調査研究協力者会議 名簿

（敬称略・五十音順）

（令和元年９月現在）

吾妻 俊治 東海大学付属望星高等学校長

荒瀬 克己 大谷大学文学部教授

内堀 繁利 長野県教育委員会事務局 高校改革推進参与

大河原 遼平 ＴＭＩ総合法律事務所弁護士

賀澤 恵二 全国高等学校通信制教育研究会会長

日本放送協会学園高等学校統括校長

佐藤 浩 宮城県総務部副参事 私学・公益法人課 学事担当

時乗 洋昭 山手学院中学校・高等学校長

中西 茂 教育ジャーナリスト

玉川大学教育学部教授

原口 瑞 神奈川県立横浜修悠館高等学校長

日永 龍彦 山梨大学大学教育センター教授

森田 裕介 早稲田大学人間科学学術院准教授

(計１１名）


